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#ZEROマイプラ

概要
水田用肥料として使われている、プラスチックカプセル肥料の残骸による環境汚染を
防止するため、ウレアホルムによる緩効性肥料を開発し廃棄物ゼロを目指したプラン。

商品・
サービス

・すでに野菜用として使用されているウレアホルム肥料を水田用肥料として開発
水田10アールあたり2袋（1袋20㎏）を使用。販売価格3,200円×２袋＝6,400円

ポイント

・緩効性肥料であり、農家の追肥作業負担が減少する。
・従来肥料より安価で提供可能となる。
・従来肥料に使用されているプラスチックコーティングが不要になることで河川や海洋
汚染の防止につながる。

ビジネスモデル仮説と検証


